




岩
槻
区
の
国
指
定
史
跡
・
真
福
寺

貝
塚
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。「
知

ら
な
い
」
と
い
う
方
も
、
出
土
し
た

国
の
重
要
文
化
財
の
み
み
ず
く
土
偶

は
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
か
ら
3
8
0
0
年

前
〜
2
6
0
0
年
前
の
貝
塚
を
持

つ
遺
跡
で
す
。
そ
の
調
査
は
な
ん
と

大
正
15
年
に
始
ま
り
、
約
1
0
0

年
が
経
っ
た
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。

遺
跡
か
ら
は
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
や

ハ
マ
グ
リ
と
い
っ
た
貝
が
大
量
に
出

土
し
ま
す
。
し
か
し
、
縄
文
人
は
貝

だ
け
を
食
べ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ク
リ
や
ク
ル
ミ
な
ど
の
木
の
実
、

狩
猟
で
仕
留
め
た
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、

ノ
ウ
サ
ギ
、
カ
モ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
の

魚
も
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ウ
ナ
ギ
は
昔
か
ら
好
ん
で
食
べ
て

い
た
も
の
の
一
つ
。
特
定
の
時
代
の

層
で
ウ
ナ
ギ
属
の
骨
が
際
立
っ
て
多

く
、
集
中
的
に
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
そ
う
で
す
。
ウ
ナ
ギ
属
は
骨

の
数
が
多
い
た
め
に
、
見
か
け
上
、

大
量
に
出
土
し
て
い
る
印
象
も
あ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
縄
文
の
昔
か
ら

ウ
ナ
ギ
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
の
は

面
白
い
で
す
ね
。

（
上
）
画
像
提
供
：
東
京
国
立
博
物
館

（
下
）
出
典
：
国
指
定
史
跡 

真
福
寺
貝
塚
（
K
地
点
）
―
史
跡
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
概
報
―

重要文化財「土偶（みみずく土偶）」

出土した骨の内訳

コイ科

ウナギ属

ニシン科

エイ・板鰓類

ムササビ

鳥類クロダイ属
スズキ属

アユ
ドジョウ科

他の魚類
ハゼ科 イヌ ?

カタクチイワシ

42020.8

西
区

西
区大

宮
区

（
右
）
出
典
：『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
11
埼
玉
県
』
角
川
書
店
、
昭
和
55
年

　※
地
名
の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す
。

（
左
）
出
典
：『「
太
田
窪
」
と
い
う
地
名
は
、
伝
説
に
ゆ
か
り
の
あ
る
名
前
だ
と
聞
い
た
が
、
本
当
か
。』

　
　
　
　
　
　レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス - 

国
立
国
会
図
書
館



詳しくは、文化財保護課へ。Ｔ829・1723　Ｆ829･1989

5 市報さいたま 市報さいたまの感想を「# 市報さいたま」をつけて Twitter で投稿してください！ 
市ホームページやはがき（〒 330-9588 浦和区常盤 6-4-4 広報課）でもお待ちしています。

龍をかたどる獅子頭と
太鼓を付け、天を駆け
地を這うように舞う。
平安後期の武将・源義
光が士気を奮い立たせ
ようと舞ったのが起源
と言われています。

龍を表現した別名
「竜頭の舞」

新住民とともに
30年ぶりの復活

た
こ
と
で
、
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
地

域
住
民
な
ど
か
ら
復
活
さ
せ
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の

で
す
。
そ
れ
に
励
ま
さ
れ
、
11
年
に

有
志
が
獅
子
舞
保
存
会
を
立
ち
上
げ

ま
す
。
舞
手
は
地
域
住
民
で
あ
れ
ば

誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
、
翌

年
に
30
年
ぶ
り
の
復
活
を
果
た
し
ま

し
た
。
農
村
の
伝
統
が
新
住
民
も
加

わ
っ
て
守
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
内
の
い
く
つ
か
の
地

区
に
伝
統
行
事
と
し
て
獅
子
舞
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
緑
区
南
部
領
辻
は

農
業
が
盛
ん
で
、
地
区
で
家
督
を
継

ぐ
人
だ
け
が
獅
子
舞
を
し
て
い
ま
し

た
。
昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
境
に
都
市
化
が
進
ん
だ
こ
と

で
、
農
家
が
減
り
、
担
い
手
が
不
足

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
44
年
の
舞

を
最
後
に
自
然
消
滅
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

平
成
7
年
に
浦
和
く
ら
し
の
博
物

館 

民
家
園
の
竣
工
式
で
獅
子
舞
を

披
露
し
、
多
く
の
人
に
感
動
を
与
え

今月の表紙

縄文時代
見沼田んぼが一面

青い海だった
なんて

ロマンチックですね

博物館や図書館などが作成した、
自宅でも楽しめる生涯学習コンテ
ンツを「学びの玉手箱」、「学びの
泉」として市ホームページなどで
配信しています。

詳しくは、生涯学習振興課へ。Ｔ829・1704　Ｆ829・1989

原始･古代から現在に至るさいたま
市域の歴史･考古･民俗等の資料を
収集･保存し、展示を行っています。

住所：大宮区高鼻町2-1-2
開館時間：9時～ 16時30分
休館日：月曜日（祝日を除く）、8月11日㈫
問合せ：Ｔ644･2322　Ｆ644･2313

夏休み子ども博物館
「大昔のさいたま市」など、6つのテーマで展示を行っています。
詳しくは、23ページをご覧ください。

学びの玉手箱 学びの泉

㈱リクルート住まいカンパニーが毎年発表する「住
みたい街ランキング」で大宮と浦和がトップ10に
ランクイン。さまざまな発展を経てきた歴史が今
につながって、さいたま市は多くの人から「住み
たい」と思われる街になりました。

詳しくは、シティセールス推進課へ。
Ｔ829・1034　Ｆ829・1018

昔は海だったさいたま市
今では「住みたい街」に

自宅でも楽しもう！

住みたい街ランキング 2020 関東版
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